
イ
チ
ゴ
葉
入
り
ク
ッ
キ
ー
る
」
と
メ
リ
ッ
ト
を
一

説
明
す
る
。

を
商
品
化

；
4
，

ー

、

ご

。

花

に

あ

た

り

R
E
A
L発
商
品
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
公
募

一

し
た
。
堂
山
室
長
は

{：

屡
県
鹿
沼
市
が

3

グ

i
r

斗

産
地
の
ニ
ラ
も
総
出

．．
 

一

回
に
占
め
る
廃
棄

嚢

聞

し

'9

量
が
多
い
」
と
見
て

ほ
ぼ
廃
棄
さ
れ
る
。
ク
ッ

．

し・

キ
ー
と
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
解
析
や
活
用
を
研
究
し
て

一お
り
、
「食
」
の
未
利
用
資

菊
【
宇
都
宮
】
給
食
事
業
の
イ
ー
ト
ラ
ン
ド
（
宇
都
宮
市
、
高
久
和
男
社
長
）
と

に
は
同
大
内
で
栽
培
し
た
お
り

「緑
茶
に
匹
敵
す
る
源
活
用
の
検
討
を
続
け
る

業
宇
都
宮
大
学
工
学
部
の
佐
藤
剛
史
教
授
は
、
イ
チ
ゴ
葉
入
り
ク
ッ
キ
ー
と
シ
フ
ォ

イ
チ
ゴ
の
葉
を
乾
燥
、
粉
抗
酸
化
成
分
が
認
め
ら
れ
構
え
だ
。

［
ン
ケ
ー
キ
を
共
同
開
発
し
た
。
未
利
用
資
源
活
用
の
一
環
で
、

4
月
に
発
売
す
る

砕
し
、
材
料
と
し
て
使
用

予
定
。
イ
チ
ゴ
葉
に
は
抗
酸
化
成
分
が
多
く
含
ま
れ
、
健
康
面
で
も
効
果
が
期
待

し
た
。
イ
ー
ト
ラ
ン
ド
栄
四
5

エ
分
野
で
産
学
連
携

干
で
き
る
と
い
う
。
イ
ー
ト
ラ
ン
ド
と
佐
藤
教
授
は
、
宇
都
宮
大
の
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

養
管
理
室
の
堂
山
和
子
室

日
・
エ
農
蒻
研
究
所
「
R
E
A
L」
に
そ
れ
ぞ
れ
別
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
参
加
し

長

は

「

イ

チ

ゴ

葉

活

用

の

”

”

”

立

地

域

の

課

題

解

決

て
お
り
、
今
回
、
未
利
用
資
源
の
イ
チ
ゴ
葉
活
用
で
連
携
し
た
。

及

R
E
A
L発

の
贋
者
ー
格
な
ど
詳
細
を
詰
め
る
。
し
た
い
考
え
だ
。
先
進
事
例
の
―
つ
に
な
れ

翡
商
品
は
今
回
が
初
め
栃
木
県
に
協
力
を
仰
ぎ
、
栃
木
県
は
全
国
随
一
の
ば
」
と
話
す
。
佐
藤
教
授
【
川
越
】
飯
能
信
用
金
ー下
寿
夫
理
事
長
）
と
東
京

て
。
今
後
、
販
売
先
や
価
産
学
官
連
携
体
制
を
構
築
イ
チ
ゴ
産
地
だ
が
、
葉
は
は
イ
チ
ゴ
葉
の
有
用
成
分
庫
（
埼
玉
県
飯
能
市
、
松
農
工
大
学
は
28日
、
連
礫
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幼
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彼
勿
笏
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彼
勿
珍
笏
珍
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珍
＇

イ
チ
ゴ
零
＾
り
菓
子
醐
罪

町
．
-
咤
紅
未
利
用
資
源
を
活
用

．
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